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ナ ブス タ ン ス P 作動性 二 ．．− n ン シ ス テ ム に

関す る 比 較 発生学的研究

　 1、硬骨魚類

　　高木　宏 ， 稲垣 　忍 s 塩坂 貞夫 ，

　　阪 中雅広 ， 高月権
一

， 仙波恵美子 ，

　　遠 山正弥

　　（阪大 ・医学部 ・高次研解剖 ）

サ ブ ス タ ン ス P 作動性 二 ＝．．一一ロ ン シ ス テ ム に

関す る 比較発生学 的研究

　 1．両生類 （前脳 ）

　　遠 山正 弥
， 稲 垣 　忍 ， 塩坂 貞夫 ，

　　高木　宏 ， 阪 中雅広 ， 仙波恵美子 ，

　　高月権一

　　 （大阪大 学 ・医学部 ・高次研解剖 ）

サ ブ ス タ ン ス P （SP ）は 痛覚伝達 に か か わ る

神経区達物 質として 最近注 目を集め て い る 。

SP の 哺乳 類 中枢 内 分布を詳細 に検索す る と

知覚伝達に関与す る以外 の 領域に も多数 SP

陽性 構造が 認め られ SP の 知覚賦達以外の 役

劃が 強 く示唆される 。 我 々 は SP の 機能 を探

ぐる一
環 と し て 個体発 生学 的 ， 或 い は 比較発

．生学的に SP の 脳 内分布に つ い て 検討を加え

て きた 。 今 回は そ の うち比較 発生学的検索 よ

り硬骨 魚類の 結果を報告する 。

　 材料 及び方法 二 材料 と して コ イを用 い た 。

Zamboni 液或 い は PLP 液で 灌流固定後 3 庶糖

液に浸漬凍結切片を作成 した 。 SP の 証明 に

は間接螢光抗体法を用 い た 。

　 結果 ： SP 陽駐細胞は 小型 〜 中型 で卵形 で

樹状突起内に も SP 反応 が認 め られ る 。 これ

らの 細胞 は 視床下 部を中心 に 前脳 よ り下位脳

幹に 到 る ま で 観察さ れ る 。

一方陽性 線維は

　varic ・ se 状を な し ，脳 内 に 幅広 く分布す る 。

以上 の 事 よ bSP は 知覚伝達 に 加 え 更に 幅広

い 役割を有す る 事 が 推測 され る
。

本研究 で は サ ブ ス タ ン ス P （SP ）作動性 ニ
ュ

ー
ロ ン シ ス テ ム の 比較発生学的検索よ b両生

類 の 前脳 に つ い て 報告する 。

　材料 及び方法 ：材料 と して ウ シ ガ エ ル を用

い た DZ 細 boni 液叉 は PLP 液で 灌流固定後 ，

庶糖液に浸漬 ，凍結切片を 作成 した 。
SP の 証

明に は間接螢光抗体法を用 い た
。

　結 果 ：SP 陽惟細胞は 嗅球視床下部 等前脳

各部位 に 認 め られ た 。 この うち興 味を引 く場

所は視床下 部室周囲層で ある 。 視床下部室周

囲層 に は SP 陽性 の 細胞が 多数認め られ る。

こ．れ よ りの 突起は 二 方向に大別され る。

一つ

は実質に 向うもの で他の
一

つ は脳 室に 向 い 光

学顕微鏡 レ ベ ル で はヨ 悩窒に 直接 その 足 を出

して い るよ うに 思われ る 。 第三 脳 室壁 に は モ

ノ ア ミ ン （MA ）含 有細胞及び ソ マ トス タ チ ン

（SRIF ）含有細胞 も認 め られ る が 現在同
一

ニ ュー ロ ソ が MA − SPsMA − SRIF
，
SP −

SR 王F を同時 に有する か検討 中で あ る 。

　
一

方 SP 陽性 線維 は外套 s 間脳には驚 くべ

きほ ど大量認 め られ た。又 嗅球 内 に も少数 な

が らSP 陽性線維 が観 察さ れた 。
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